






















































1.　対象 : 東日本大震災ボランティア活動に 1回以上参加し，研究協力の得られた学生 62名
2.　調査期間 : 2012年 10月─2013年 9月
3.　研究方法 : データ収集は，震災ボランティア活動に参加した学生に対し，質問紙調査およ







































（1）　期間 : 2011年 4月 5日～22日
（2）　回数および参加人数 : 計 8回（11回予定していたが， 余震の影響で 3回中止となった），












































































（1）　期間 : 2011年 4月 15日～5月 27日
（2）　回数および参加人数 : 毎週金曜日と土曜日で計 12回，学生 45名・教員 44名の計 89名（う


































（1）　期間 : 2011年 6月～2013年 10月末現在（仮設住宅閉鎖まで約 3年半継続の予定）
（2）　回数および参加人数 : 最初は週 2回であったが，現在は週 1回，2013年 10月末現在で，
























個別訪問の活動についてふりかえると，ちょうど震災から 1年経った 2012年 3月頃は，報道
などの影響もあるのか，自ら震災当日や避難所での話をされる方が多かった。激しい感情をぶつ
資料 5　学生との散歩資料 4　仮設住宅集会所での血圧測定




















































































資料 10 ガイダンス資料（一部抜粋） 
 
 













































学生 1人 1日あたりの活動内容の平均は，血圧測定 3.1±2.2回，話し相手 4.6±2.8人，健康相
談の見学 2.7±3.0回，環境整備 0.5±1.2回，運動指導および散歩の実施 1.0±1.7回，マッサージ
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